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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
未
入
会
勤
務
医
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

日
時　

６
月
11
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

会
場　

保
険
医
会
館
５
階　
　

会
費　

無
料

講
師　

冨
田
宏
治
（
関
西
学
院
大
学
教
授
）

定
員　

50
人

参
院
選
の
争
点
と
安
倍
政
権
へ
の
対
抗

政
策
学
習
会

日
時　

６
月
18
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

会
場　

保
険
医
会
館
５
階　
　

定
員　

50
人

講
師　

桂
好
志
郎
氏
（
協
会
顧
問
社
会
保
険
労
務
士
）

会
費　

会
員
・
家
族
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

ス
タ
ッ
フ
雇
用
の
基
礎
知
識
―
新
規
採
用
時
の
ポ
イ

ン
ト

シ
リ
ー
ズ
雇
用
管
理
対
策
講
習
会
①

日
時　

７
月
23
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

会
場　

保
険
医
会
館
５
階　
　

定
員　

50
人

講
師　

桂
好
志
郎
氏
（
協
会
顧
問
社
会
保
険
労
務
士
）

会
費　

会
員
・
家
族
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

給
与
計
算
完
全
ガ
イ
ド
―
正
し
い
給
与
計
算
を
社
労

士
が
解
説

シ
リ
ー
ズ
雇
用
管
理
対
策
講
習
会
②

日
時　

７
月
９
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

会
場　

 

千
里
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
７
階
７
０

１
号
室
（「
千
里
中
央
」
駅
北
出
口
か
ら
す
ぐ
）

講
師　

 

山
本
直
典
氏
（
済
生
会
千
里
病
院
歯
科
口
腔
外
科
副

部
長
）

会
費　

会
員
無
料　
　

定
員　

50
人

診
療
で
遭
遇
す
る
口
腔
外
科
症
例
〜
判
断
に
迷
っ
た

ら
〜

北
大
阪
地
区
講
習
会

日
時　

７
月
23
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
〜
５
時

会
場　

保
険
医
会
館
５
階　
　

定
員　

30
人

講
師　

東
尾
建
氏
（
歯
科
技
工
士
）

会
費　

会
員
・
ス
タ
ッ
フ
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

内
容　

 

基
礎
的
な
手
話
、
初
歩
的
な
歯
科
医
療
会
話
練
習
の

３
回
目

歯
科
手
話
教
室
（
基
礎
編
）
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
３

日
時　

６
月
19
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

 

須
崎
明
氏
（
愛
知
県
開
業
、
愛
知
学
院
大
学
歯
学
部

非
常
勤
講
師
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

泣
い
て
、
笑
っ
て
「
Ｃ
Ｒ
修
復
・
レ
ジ
ン
支
台
築

造
」
― 

患
者
と
の
ト
ラ
ブ
ル
回
避
法
教
え
ま
す
！

６
月
度
生
涯
研
修

　

診
療
所
の
一
画
に
あ
る
木

彫
り
の
仏
像
の
数
々
。
優
し

く
、
凛
々
し
く
、
そ
っ
と
見

守
る
よ
う
に
た
た
ず
ん
で
い

る
。「
上
手
に
彫
る
に
は
、

『
上
手
に
彫
ろ
う
』
と
思
わ

な
い
こ
と
」。
そ
う
言
っ

て
、
彫
刻
刀
を
手
に
取
っ

た
。
自
分
と
向
き
合
い
、
ひ

と
彫
り
、
ひ
と
彫
り
、
丁
寧

に
。

　

仏
像
彫
刻
を
始
め
た
の
は

約
20
年
前
。
友
人
の
父
親
が

仏
師
で
、
工
房
を
見
学
し
た

こ
と
が
き
っ
か
け
だ
。
宗
教

心
が
強
か
っ
た
わ
け
で
は
な

い
が
、
何
気
な
く
「
え
え
な

あ
」
と
思
っ
た
。
日
ご
ろ
か

ら
歯
科
技
工
物
を
自
作
し
、

学
生
時
代
に
は
石
膏
で
彼
女

の
顔
を
彫
っ
た
こ
と
も
あ

る
。
手
先
の
細
か
い
作
業
は

得
意
だ
っ
た
。
工
房
に
通

い
、
教
え
ら
れ
る
ま
ま
に
刀

を
当
て
た
。

　

診
療
所
に
作
品
を
飾
っ
て

い
る
と
、
患
者
か
ら
「
心
が

安
ら
ぐ
わ
」
と
。「
自
分
が

彫
っ
た
仏
像
で
も
気
持
ち
を

穏
や
か
に
し
て
も
ら
え
る
。

心
を
込
め
て
彫
ら
な
け
れ

ば
」
と
思
い
直
し
た
。
仏
教

へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
に

様
ざ
ま
な
本
を
手
に
取
っ

た
。
毎
朝
お
経
を
唱
え
、
僧

侶
の
資
格
を
取
る
こ
と
を
考

え
た
ほ
ど
。
探
究
心
は
尽
き

ず
、
興
味
の
範
囲
は
心
理
学

や
脳
科
学
に
ま
で
及
ん
だ
。

　

そ
の
な
か
で
出
合
っ
た
の

が
、
禅
語
の
「
達
磨
安
心
」

（
だ
る
ま
あ
ん
じ
ん
）。
禅

宗
の
始
祖
・
達
磨
が
、
不
安

を
取
り
除
い
て
ほ
し
い
と
訴

え
る
弟
子
に
対
し
、
心
に
惑

わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
生
き
る

こ
と
を
悟
ら
せ
た
逸
話
だ
。

欲
や
迷
い
を
捨
て
る
こ
と
の

大
切
さ
に
気
づ
い
た
。

　
「
き
れ
い
に
彫
ろ
う
と
か
、

人
に
認
め
て
も
ら
お
う
と

か
、
そ
ん
な
こ
と
は
考
え
な

い
。
無
心
と
な
っ
て
一
生
懸

命
や
れ
ば
、
自
然
と
手
が
動

い
て
い
て
く
れ
る
」

　

毎
日
、
診
療
の
合
間
に
少

し
ず
つ
彫
り
進
め
、
１
年
が

か
り
で
１
体
を
作
り
上
げ

る
。
作
品
は
京
都
の
展
覧
会

に
出
し
た
り
、
老
人
ホ
ー
ム

に
寄
贈
し
た
り
。
仏
像
彫
刻

を
通
し
て
「
物
の
見
方
や
考

え
方
が
変
わ
っ
た
」
と
話
す

83
歳
。

　

「
自
分
の
力
以
上
の
力
を

出
そ
う
と
す
る
必
要
は
な

い
。
人
生
は
気
負
わ
ず
に
楽

し
か
っ
た
と
思
え
る
こ
と
が

一
番
。
仏
像
を
彫
る
こ
と
で

自
分
自
身
が
救
わ
れ
て
い
る

ん
で
し
ょ
う
ね
」。
柔
和
な

表
情
を
浮
か
べ
た
。

　

患
者
の
医
療
費
負
担
増
に

反
対
し
よ
う
と
、５
月
21
日
、

保
団
連
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
は
、

お
大
師
さ
ん
で
に
ぎ
わ
う
四

天
王
寺（
大
阪
市
天
王
寺
区
）

で
街
頭
宣
伝
を
行
っ
た
。
近

畿
各
府
県
の
保
険
医
協
会
か

ら
、
45
人
が
参
加
（
う
ち
医

き
な
い
。
協
会
は
、
こ
れ
ま

で
も
社
会
保
障
の
切
り
捨
て

に
反
対
の
声
を
あ
げ
、
歯
科

医
療
崩
壊
に
歯
止
め
を
か
け

て
き
た
。
ま
た
、
会
員
と
国

民
の
要
求
を
国
に
届
け
、
前

進
し
た
運
動
も
数
え
切
れ
な

い
。
国
民
の
生
活
を
揺
る
が

い
る
。「
戦
争
を
す
る
国
に

は
さ
せ
な
い
」
と
い
う
国
民

運
動
の
大
き
な
う
ね
り
が
後

押
し
と
な
り
、
野
党
は
共
闘

を
決
め
、
夏
の
参
議
院
選
挙

に
向
け
て
、
次
々
と
統
一
候

補
が
擁
立
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
、
立
憲
主
義
を
蔑
ろ
に

た
。
そ
の
背
景
に
は
、
不
安

定
雇
用
の
増
加
、
度
重
な
る

増
税
、
広
が
る
貧
困
に
よ

り
、
苦
し
む
国
民
の
姿
が
あ

る
。
さ
ら
な
る
患
者
負
担
を

強
い
れ
ば
重
大
な
受
診
抑
制

に
つ
な
が
る
こ
と
は
明
白
で

あ
り
、
国
民
皆
保
険
制
度
の

押
さ
え
込
む
こ
と
を
目
標
と

し
、
２
０
１
６
年
度
予
算
で

は
、
医
療
を
狙
い
撃
ち
す
る

形
で
１
７
０
０
億
円
も
削
減

し
て
い
る
。
今
後
も
、
受
診

時
定
額
負
担
の
導
入
や
高
額

療
養
費
制
度
の
上
限
額
の
引

き
上
げ
、
市
販
品
類
似
薬
の

　

協
会
は
５
月
21
日
、
第
52

回
評
議
員
会
で
、
安
倍
政
権

の
推
し
進
め
る
社
会
保
障
削

減
、
戦
争
が
で
き
る
国
づ
く

り
に
反
対
す
る
決
議
を
採
択

し
た
。
全
文
を
紹
介
す
る
。

◇

　

安
倍
政
権
は
、
企
業
が
世

し
、
国
民
に
背
を
向
け
る
政

府
へ
の
反
動
に
他
な
ら
な

い
。

　

国
民
の
生
活
を
か
え
り
み

な
い
、
今
の
政
治
を
変
え
な

け
れ
ば
、
社
会
保
障
改
悪
の

流
れ
を
止
め
、
歯
科
医
療
の

危
機
を
打
開
す
る
こ
と
は
で

形
骸
化
を
招
く
こ
と
に
な

る
。

　

同
時
に
、
多
く
の
国
民
が

反
対
の
声
を
あ
げ
る
中
で
、

憲
法
違
反
の
安
保
関
連
法
が

施
行
さ
れ
た
。
安
倍
政
権

は
、
戦
争
が
で
き
る
国
に
向

け
て
着
々
と
歩
み
を
進
め
て

保
険
は
ず
し
な
ど
、
患
者
に

負
担
を
強
い
る
政
策
を
施
行

し
よ
う
と
し
て
い
る
。
協
会

が
実
施
し
た
学
校
歯
科
治
療

調
査
、
受
診
実
態
調
査
に
よ

っ
て
、
経
済
的
理
由
で
受
診

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
患
者

の
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ

師
、
歯
科
医
師
15
人
）。

　

リ
レ
ー
ト
ー
ク
で
は
、
協

会
か
ら
辻
本
勝
副
理
事
長
、

小
山
榮
三
理
事
が
発
言
。
政

府
が
参
院
選
後
の
実
施
を
目

論
む
あ
ら
ゆ
る
世
代
に
負
担

を
強
い
る
「
患
者
負
担
増
計

画
」
に
つ
い
て
紹
介
し
、
署

名
へ
の
協
力
を
訴
え

た
。

　

署
名
に
協
力
し
た

70
代
の
女
性
は
、

「
年
金
暮
ら
し
で
は
、

今
で
も
医
療
費
の
負

担
が
重
た
い
。
こ
れ

以
上
負
担
が
増
え
る

と
医
者
に
か
か
れ
な

く
な
る
」と
語
っ
た
。

男
性
の
出
展
大
歓
迎

【
開
催
日
時
】
７
月
20
日

（
水
）
〜
23
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
午
後
７
時
（
最

終
日
は
３
時
ま
で
）

【
会
場
】
薬
業
年
金
会
館
２

Ｆ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
地
下
鉄
谷

町
線
「
谷
町
６
丁
目
」
駅
下

車
す
ぐ
）。
入
場
無
料

【
募
集
作
品
】
絵
画
、
書
、

写
真
、
彫
刻
、
陶
芸
、
手

芸
、
水
墨
画
な
ど
何
で
も
歓

迎【
出
展
料
】
５
千
円
／
１
名

（
２
点
ま
で
）
※
パ
ネ
ル
物

は
50
号
以
内
。

【
募
集
締
切
】
６
月
25
日

【
申
込
】
協
会
ま
で

土井　喬さ　
　ん（高槻市）

欲や迷い捨て無心で 会
員
会
員  　
　
　
　

フ
ォ
ー
カ
ス

フ
ォ
ー
カ
ス

余
技
展

作
品
を
募
集

女医の会

申
し
込
み
は　

６
月
25
日
ま
で

患
者
負
担
増
許
さ
な
い

保
団
連
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク　
　

お
大
師
さ
ん
宣
伝

評議員会決議

戦
争
が
で
き
る
国
づ
く
り
と
社
会
保
障
の

削
減
を
許
さ
ず
、
国
民
の
生
活
の
改
善
と

医
療
の
充
実
を
求
め
る

土
井
さ
ん
の
作
品
の
数
々

署名を呼びかける参加者
＝５月21日、天王寺区　

界
一
活
躍
で
き
る

国
づ
く
り
を
掲

げ
、
大
規
模
な
法

人
税
減
税
を
実
施

し
、「
平
和
・
安

全
」
と
称
し
戦
争

が
で
き
る
国
へ
と

す
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
消
費

税
10
％
へ
の
増
税

を
阻
止
し
、
社
会

保
障
を
充
実
さ
せ

る
こ
と
こ
そ
、
国

民
が
安
心
し
て
生

活
で
き
る
真
に
豊

突
き
進
ん
で
い
る
。
そ
し

て
、
こ
れ
ら
の
政
策
の
財
源

を
捻
出
す
る
た
め
に
消
費
税

の
増
税
や
社
会
保
障
費
の
さ

ら
な
る
削
減
を
目
論
ん
で
い

る
。

　

政
府
は
、
社
会
保
障
費
自

然
増
分
を
５
０
０
０
億
円
に

か
な
国
へ
と
続
く
道
で
あ

る
。

　

私
た
ち
は
、
国
民
の
命
と

健
康
、
歯
科
医
療
を
脅
か

す
、
い
か
な
る
策
動
も
許
さ

ず
、
国
民
の
命
と
く
ら
し
を

守
る
こ
と
に
全
力
を
挙
げ
る

決
意
を
こ
こ
に
表
明
す
る
。


